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「皿回しJポ ランティア

個人登録者
こtま  と さお

児工 豊記雄さん

是非とも拝見 !

今回 慣 大豊捜右である児Iさ んが f皿」の他にもとくようなものを回し

ていら,し ゃるとお□をし そ れは足非とも観てみたOⅢということで 児 玉さ

れの活的先へ鳳'つ け 得えして,り ました それはモれは亀たちの身近にあ

るものを次から次へと回され 出 てしヽる私たちの日は切■1すになりました

私と皿回しの出会いは 11年 前

の熊日新間の「新米記者 蘇陽町

でlEt回しを体験JというF13事でした

子供の頃 祭りの出店の人の血回

しを見て以来興味お(ありましたの

で 早違 藤陽町に行吉指導を受

け 皿回しの虜になりました。

'年程後 ギター凍奏で施設訪問

をしている清日さんという方より誘い

があリー緒にポランティア妨問をす

るようこなりました。皆さんの前で芸

を激露するには皿だけではなく

色々な物を回したほうが言ばれると

思い 「フライパタ コタツ 畳J等を

回すようこなり 現在は「自転車」も

回しています。

年に40回程ボランティア訪問して

いますが 私は逆に見ている旨さん

おヽらポランティアされているのではな

いかとよく思います と言いますの

も 皆さんの拍手お(私を元気付けて

くれ 張りのある毎日を送ることが出

来るからです 今 私は体力の続く

限り「皿回しJポランティア訪間を続

けようと思つています



団体登録者 時京玉すだれ」の堀振登さん,「尺八演養Jの演日常機さん
ここでは 病院ての忘年会へ招かれて演芸を波露された本ランティアの智は養―期(南京玉すたれ)さん 者F山流尺フヽ茶全

(尺フヽ漬案〉されをご紹介いたします 実際済芸を按ぼされているところを拝見して 水ランティアさん自身が薬しみなわら活動

されていることわせても伝わってさました また 忘年会に夢加された方々3とても寝ぼれているこ線子てした お互いがこのよう

な気持ちになれるなんてとても凍敵なことですよね

このよう■楽しく活動をしていくためには 本ランティア活動すべてに当てはなることです力(ボ ランティアの基本的な心構えが

あります その鍋とも"人 さ末ランティアに対する葦鱗をお持ちの方々たということは言うまでもありません ボランティアさんの

心意気をどうぞ=境 ください ,1

智ほ嚢上期 緯 芸督すだれ)塀 源 督さん
 歩
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演芸ボランティアの種類♪
演芸ボランティアといって  ヽ数  踊 リ マ ジック フ ラ

踊 ち よんかけごまなど様  々ど れもそれぞれの特技を生か
一つの曲でも楽器が違えば色々なハーモニーが生まれ そ

ます ま た 伝 tt文化 伝 承遊びの技露など 演 芸ポランテ

類の本ランティアがあるんですよ !!

ダシス 大 正琴 ゴ ス本ル 日 本舞

したすばらしい活動です。
こから無眼の音楽の楽しみが広がり

ィアは 特 技の数だけたくさんの種

祇芸ボランティアとして活動されているがランティアさん()「はしめの一歩Jを路み出してみて
今はこの様なすばらしい活動 とヽ|キびつけています 実際に活動の様子を見学しに行って参りまし
た″i 皆さんそれぞれの活動をとて1)楽しんでいる様子で 比 ているこちらも元気を分けて頂き
緒に楽しむことができました 音 を通して人と人とか結びついてゆく様子が伝わってさます
今回 i 心 に響くイ楽ての活動をされているボランティアロ体さんの紹介です

マ
ン
ド
ウ
ン
０
説
明
を
し
て
い
る
様
子
、

(=も と さょうお↓ヽ

熊本マンドリン協会 付 寅 ヶ″

ご―倍にポランティアコンサート=参加しませんか?

熊本マンドリン協会は 昭和29年に創立された マントリン吉楽
の好きな人たちの集まりです 主な活動としては ボランティアコン

サート九州各地のマントリン愛好家が集まる九州マンドリンフェス

ティタヽル 定期演妻会等で坑

特に ポランティアコンサートま あまリポランティアという言葉に

なしみtr無かったころから 施設や病院 寧校などへ「慰岡演奏J
という名前で行つてt まヽした その回数は 現在では 500回を超

えています。

妨Fal先召よ騒いてもらうだけではなく 皆さんも歌ったり演妄をし

たり 私たちとのショイントラ サー1寺楽しく行つています たくさん

のポランティアコンサートの要話がありますおt残 念ながら全部は

うけられないのお(悩みです

杉材 ■Sテ と考

す
病
院
で
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演
算
活
動
す

ゼ いが えん みやび  わ いヽ

清雅苑ボランティア雅 の会

利
用
者
の
方
の
歓
に
合
わ
せ
て
楽
し
そ
う
、

支
な
の
食
の
を
さ
ん
す

FIR本市ボランティア活動tE進コーナーのご紹介で 権本市山室にある
清雅苑でのボランティア活動が始まりました 月2回 末ランティアとして
通つています

清雅充は本当にすイまらしい所です ポランティア雅の会の方々 1ヽ7年

近く 享い警意を情し'もなくつくしていらっしゃるやさしい方々ばかりで

す

また 清雅苑には 書道 生花 月巴後狂句 ちぎり絵 縫物 的芸 押

花 水堅画 詩吟 版画 書楽等の色々なカルチャー教室があります

秋には 文4し祭が盛大に性されます クリスマスやお花見キも若雅苑の

職Rの 方々の発案でとても楽しく盛上ります

私は 雅の会に入れていただいて 今 とても禁しく希望が湧いて幸せ
です まるで自分お`ポランティアしていただいてるようです ホランティア

活動は とて すヽばらしく楽しいものです

雅の会0ま カルチャー教室での活動などのお手伝いをしてくださるボ

ランティアの方を募集しています 心からお待ちしています



～1山島け引こ健康にとこる孝うづく'lをめぜして～
印 所帽篭

来 ヽ
の

と■●コ“ な あるさヽ

くく手才も、 と |

チャィルトヘルバー芸成議座終了紅書綬与風景
 i

発展的な活動をされている団体の紹介てす

1 会

退職した先生方を中心に おヽつて教育につくした情熱を社会のため

に役立てようと 人づくりのために活動をしています

この「未来の会くまもとJは 「日本退職女教師連合会Jを中心に 平

成4年 に その趣旨に賀同する保設者「番風会Jや 心も身体も健康を

願う「心のおしやれの会Jとともこ設立し 月に1回 研修や介穀老人保

健施設などにおいて 音楽療法や慰間コンサートなどを行つています

さらに 地域に根差した心身ともこ健康に生きるまちづくりを活発化さ

せるために 平成16年 2月 NPO法 人「健康に生きるまちづくり交流

会Jを創設し 幼 刀ヽ 中 高機生を対象としたヘル′‐ 養成講座に力を

入れています (写真右上)

現在
“
見つめて 学んく そして生きよう 地域と共に

"を
ス回―ガン

のもと 地域社会を支える力として 幼児期から高齢者とのSれ あいを

多く取り入れた思いやりのある心を育む人づくりこ活動の輪を広げていま

す

紙面上の末ランティア個人、および団体のみなさんに関する詳しい情報については

ポランティア活動推進■一ナーまでお問い合わせくださ帆

クリスマスコンサート(左写真)
全り"ウⅢ大ル■うたこととあつて 者Ett囲 気↓すヨらしく,,ようなコンサートモした!
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情報話について0こ 吉見もお待ちしております

市ホランテイアlF報誌 はじめの一歩(平成17年 3月 )
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